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                  榊     1      α。’（2）     π（α）二只恢。力1、、1ト1ゆ・■・1
を考えてみることにする．ここでαテはα＞Oに対して，
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変数番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
杉山の結果  1．5    2．4    2．9   1．2                 3，3
ベイズ推定  1．1 0．12．1－O，1 1．3 0．00．8 0．4 0．0 0．7 0．2 0．20．5 2．6
変数番号 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
杉山の結果       1．2 2．8－2．1   1．1                 1．1






                一・倉∫戸（ル）1・・ル）価
表2a．推定されたモデルの平均対数尤度（表1のベイズ推定を真値とした場合）
実験番号 1
変数選択法  76，2 48．1（x）69．4（x） 48，1 98．8（x） 59，2 84．4（x） 52．0  100．7（x）
ベイズ法  56，3 38．0（x）54．4（x） 40，5 51，2  47，5 47，7  45，8  58．6
表2b．推定されたモデルの平均対数尤度（表1の杉山の結果を真値とした場合）
実験番号 10 11 12 13 14 15 16 17
変数選択法 64．5（x）91．4（x）  52，8  48．8（x） 62．4（x） 97．1（x） 74．9（x） 47143（x）
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 討  論
質  問：説明変数のスケーリングはどうするのか．
 答  平均O，分散1にたるように正規化している．
コメント：subset modelの尤度をAICで定義して平均化する方法と比較してみるとよい．
 答  やってみる．
変形する地球の運動と統計モデル














 2．極 運 動
 極運動はこうした現象の典型的た例であろう．極運動は地球上の質量の移動や偶力の作用に
よって，自転軸が地球の形状軸（地球の平均的形から決まる軸）に対して動く現象である．地
球には，自転軸に対して動き易い固有周期が2つある．1つは約1．2年のチャンドラー周期であ
り，もう1つは約1日の自由コア章動と呼ばれる周期である．実際の地球では，これらの周期
のところに明確た周期をもつ励起関数はなさそうであるが，大気分布等には季節変動があり，そ
れによって極の強制振動が生じる．極運動の季節項は，大気圧分布及び風が山岳部に当たるス
トレスによって90％以上説明がつく．一方，チャンドラー運動は不規則な変動によって励起さ
れるランダムプロセスと考えられる．しかし，大気分布の不規則成分によって説明できそうだ
